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１　今後の県づくりについて
[bookmark: _GoBack]
	知事の「３つの維新」への挑戦により、様々な分野で県を刷新する取組が着実に前に進んでいる。その中でも、我が党が特に重視してきた災害への対応や安心安全な生活の基盤づくり、子育て環境の整備、教育の充実などに力を入れてきたことを評価している。
一方で、我が国の経済社会は、デジタル化やグリーン化など、コロナ禍をターニングポイントとして大きな変革の中にあり、生活者には様々な課題が生じている。教育格差の是正や、子どもの貧困への対応、子育てしやすい環境の一層の充実など、我が党が重視してきた課題に加え、産業構造の転換や格差是正を図るための学び直しや職業訓練の充実、複雑化・多様化する子どもや家庭環境へのきめ細かな対応など、課題は多くある。生活者に寄り添った、「誰一人取り残さない」という姿勢と、「人への投資」という視点がますます重要になってくる。
我が党は、知事が、デジタル改革の実現やコロナからの経済回復など、本県が直面する数々の課題を着実に乗り越え、山口県の未来を創り出す挑戦を今後とも全力で支えていく所存である。同時に、「福祉の党」「教育の党」として、誰もが希望を持ち安心できる社会を構築する責任をしっかりと果たしていく覚悟である。
知事は、社会変革の中で生じている様々な生活課題について、どのような課題認識を持ちながら、今後の県づくりに取り組んで行くのか、所見を伺う。


　曽田議員の代表質問にお答えします。まず、今後の県づくりについてのお尋ねです。
　私は、活力に満ちた産業や活気ある地域の中で、県民誰もがはつらつと暮らせる「活力みなぎる山口県」の実現を目指し、市町や関係団体、企業の皆様と総力を結集して、これまでの県政運営に当たってまいりました。
　２期目となるこの４年間は、お示しの「３つの維新」への挑戦を掲げ、本県の活力の源となる産業力の強化と、人やモノの流れの拡大による地域の活性化、そして、誰もが希望を持って、安心して暮らし続けられる社会の基盤づくりに全力を傾けてきたところです。
　これらの取組により、医療関連産業の県内集積や本県への移住者の着実な増加、子どもや若者の育ちと学びを支える環境の充実など、様々な分野で目に見える成果が上がってまいりました。
　しかしながら、２年にわたる新型コロナウイルスとの闘いの中で、外出や移動の自粛など、人と人との接触機会の低減が求められ、社会経済活動については、回復の兆しはあるものの、現在もまだ落ち込んだ状態が続いています。
　このため、県内経済はもとより、県民の暮らしにも様々な影響が生じており、さらに、コロナとの共存を前提とした社会変革の動きは、例えば経済的な格差やサービス人材の不足など、生活に関わる従来からの問題を助長し、より複雑化・深刻化させる可能性もあると考えています。
　こうした生活課題にしっかりと目を配りながら、何よりもコロナの危機から県民の命と健康を守り抜くと同時に、社会経済を発展的に再生させていく、私は、その責務を継続して果たしてまいりたいとの決意です。
　私としては、今後、社会経済活動の再生に取り組む中で、「人への投資」を強化するための「分配戦略」を盛り込んだ国の新たな経済対策を活用し、お示しの学び直しや離職者に対する職業訓練の充実、子どもや子育て家庭へのきめ細かな対応などに一層努めていきたいと考えています。
　また、現在、「やまぐちデジタル改革」として取り組んでいる社会全体のデジタル化も、コロナ禍から生まれた社会変革の一つです。デジタル化がもたらす地域課題の解決と新たな価値の創造によって、県民一人ひとりが希望するサービスやライフスタイルを自由に選択でき、これまで以上の豊かさと幸せを実感できる社会の実現を目指しているところです。
　その推進に当たり、私は、「誰一人取り残さない」という視点が特に重要であると考えています。「やまぐちデジタル改革基本方針」では、これを改革の基本姿勢に位置付けており、今後も、デジタルデバイド、いわゆる情報格差の徹底した排除によって、県民があまねくデジタル化の恩恵を受けることができるよう、取組を進めてまいります。
　さらに、こうした新たな県づくりを支えるのは「人」であることから、山口県の未来を見据え、ポストコロナの新たな時代を担う若者を育成していくため、「新たな時代の人づくり推進方針」に沿った取組をさらに加速してまいります。
　この方針においても、「誰にも等しくチャレンジの機会を創る」ことを取組の視点として掲げているところであり、様々な環境にある子どもや若者の学びをしっかりと支援してまいります。
　来る２月の知事選挙において、県民の皆様の御信任をいただけるのであれば、私は、コロナ禍に起因する様々な生活課題の解決に取り組み、県民誰もが希望を持って、いつまでも安心して暮らし続けられる社会の実現に、引き続き邁進してまいります。




